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法 人 の 概 要  

1.1   基 本 情 報  

 

  名  称    学 校 法 人  和 田 実 学 園  

  所 在 地    171-0031 

        東 京 都 豊 島 区 目 白 2 丁 目 38 番 4 号  

        電 話   03-3983-3385 

        FAX  03-3983-3386 

ホ ー ム ペ ー ジ  http://www.wadaminoru.ac.jp/ 

 

1.2   建 学 精 神  

本 学 園 は 、幼 児 教 育 を 教 育 学 の 体 系 に 位 置 づ け て 科 学 的 に 論 じ 、日 本 に お け る 独 自

の 保 育 学 を 主 張 し た 和 田 實 に よ っ て 創 設 さ れ た 。 和 田 實 は 理 想 と す る 保 育 を 実 践 す

る た め に 、 大 正 4 年 （ 1915 年 ） に 目 白 幼 稚 園 を 設 立 後 、 理 想 と す る 保 育 を 実 践 す る

た め に は 良 い 保 育 者 の 必 要 性 を 痛 感 し 、 昭 和 5 年 （ 1930 年 ） に 現 在 の 東 京 教 育 専 門

学 校 を 創 設 し た 。そ し て 、和 田 實 は そ の 一 生 を 幼 児 教 育 並 び に そ の 指 導 者 の 養 成 に 捧

げ 、 そ の 道 に 進 む 人 に 多 く の 道 標 を 残 し た 。  

創 設 者 和 田 實 及 び そ の 遺 志 を 引 き 継 い だ 芦 田 昇 に よ っ て 示 さ れ た 建 学 の 精 神 「 知

性 と 愛 と 自 由 」。 幼 稚 園 に お い て は 、 そ の 精 神 に 満 ち た 善 良 な 市 民 と し て の 人 格 の 基

礎 を 培 う 幼 児 教 育 思 想 を 実 現 実 践 し 、東 京 教 育 専 門 学 校 に お い て は 、教 育 理 念 と し て

「 感 謝・尊 敬・寛 容 を 中 心 と し た 性 格 陶 冶 を 基 礎 条 件 と し た 誘 導 的 方 法 に よ る 幼 児 教

育 」 を 明 確 に 位 置 づ け 、「 そ の 教 育 理 念 を 理 解 し 、 職 業 人 ・ 社 会 人 と し て 必 要 な 資 質

の 完 成 を 目 指 す た め 、 出 会 う 人 と と も に 感 動 を 共 有 し な が ら 地 域 社 会 に 貢 献 で き る

人 材 の 育 成 」 を 教 育 目 標 と し て 、 創 設 以 来 、 有 為 な 人 材 を 数 多 く 輩 出 し て き た 。  

 建 学 の 精 神 に つ い て は 、令 和 元 年 度 の 和 田 實 研 究 委 員 会 が 中 心 と な り 、建 学 の 精 神

の 表 現 つ い て の 検 討 を 行 い 、文 案 を 作 成 し た 。今 後 も 和 田 實 研 究 委 員 会 、評 議 員 会 等

で 適 正 な 表 現 と な っ て い る か の 確 認 を 行 っ て い く 。  
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1.3   沿 革  

 大 正 4 (19 15 )年  目 白 幼 稚 園 開 園 (東 京 府 北 豊 島 郡 高 田 町 ＝ 現 在 地 ) 

初 代 園 ⾧ に 和 田 實 が 就 任  

 大 正 5 (19 16 )年  東 京 府 知 事 よ り 目 白 幼 稚 園 の 認 可 を 受 け る 。  

 昭 和 5 (19 30 )年  目 白 幼 稚 園 保 姆 養 成 所 開 校 (東 京 市 淀 橋 区 下 落 合 ) 

初 代 所 ⾧ に 和 田 實 が 就 任  

  目 白 第 二 幼 稚 園 開 園 、 初 代 園 ⾧ に 和 田 實 が 就 任  

 昭 和 7 (19 32 )年  和 田 實 著 『 実 験 保 育 学 』 出 版 。  

 昭 和 9 (19 34 )年  「 目 白 幼 稚 園 保 姆 養 成 所 」を「 東 京 目 白 保 母 学 校 」へ 名 称 変 更 。  

 昭 和 18 (1943)年   和 田 實 著 『 保 育 学 』 出 版 。  

昭 和 19 (1944)年   目 白 幼 稚 園 が 建 物 強 制 疎 開 の 為 閉 園 。  

第 二 目 白 幼 稚 園 は 戦 時 託 児 所 と な る 。  

 昭 和 20 (1945)年   戦 災 で 校 舎 焼 失 の た め 休 校 。  

 昭 和 25 (1950)年   「 東 京 目 白 保 母 学 校 」 を 「 東 京 教 育 専 修 学 校 」 へ 名 称 変 更 し  

再 開 。 目 白 幼 稚 園 内 に て 1 部 (昼 )2 部 (夜 )制 と な る 。  

 昭 和 26 (1951)年   学 校 法 人 目 白 保 育 学 園 設 立 。 初 代 理 事 ⾧ に 和 田 實 が 就 任 。  

文 部 大 臣 指 定 の 幼 稚 園 教 員 養 成 機 関 と な る 。  

 昭 和 33 (1958)年   教 育 職 員 免 許 法 改 正 に よ り 2 年 制 と な る 。  

 昭 和 39 (1964)年   目 白 幼 稚 園 及 び 東 京 教 育 専 修 学 校 の 校 舎 改 築 。  

 昭 和 40 (1965)年   新 校 舎 完 成 。 幼 稚 園 50 周 年 、 専 修 学 校 35 周 年 を 迎 え る 。  

 昭 和 43 (1968)年   3 階 建 新 校 舎 落 成 (東 京 都 新 宿 区 下 落 合 )。  

 昭 和 44 (1969)年   厚 生 大 臣 の 指 定 校 と な る 。  

 昭 和 51 (1976)年   「 東 京 教 育 専 修 学 校 」 を 「 東 京 教 育 専 門 学 校 」 へ 名 称 変 更 。  

下 落 合 校 舎 5 階 ま で 増 築 。  

 平 成 2 (19 90 )年  「 学 校 法 人 和 田 実 学 園 」 へ 名 称 変 更 。  

専 門 学 校 創 立 60 周 年 を 迎 え る 。  

 平 成 7 (19 95 )年  専 門 士 の 称 号 付 与 校 と な る (幼 稚 園 教 諭 ・ 保 母 養 成 科 ) 

幼 稚 園 創 立 80 周 年 を 迎 え る 。  

 平 成 11 (1999)年   幼 稚 園 教 諭 ・ 保 育 士 養 成 科 へ 科 名 変 更 。  

2 号 館 校 舎 開 設 (東 京 都 新 宿 区 下 落 合 )。  

 平 成 12 (2000)年   専 門 学 校 創 立 70 周 年 を 迎 え る 。  

新 教 育 課 程 の 認 可 を 受 け 、 1・ 2 号 館 で の 授 業 開 始 。  

 平 成 17 (2005)年   幼 稚 園 創 立 90 周 年 を 迎 え る 。  

 平 成 19 (2007)年   和 田 實 著 『 幼 兒 教 育 法 』 現 代 語 版 発 行 。  
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 平 成 21 (2009)年   新 園 舎 、 新 校 舎 落 成 (東 京 都 豊 島 区 目 白 )。  

2 号 館 校 舎 閉 鎖 。  

 平 成 23 (2011)年   和 田 實 生 誕 135 周 年 記 念 ・ 幼 児 教 育 研 究 会 を 行 う 。  

 平 成 27 (2015)年   幼 稚 園 創 立 100 周 年 式 典 を 行 う 。  

 平 成 28 (2016)年   1 号 館 （ 下 落 合 校 舎 ） 閉 鎖 。  

 令 和 2 (20 20 )年  専 門 学 校 創 立 90 周 年 を 迎 え る 。  

 

1.4   設 置 す る 学 校  

設 置 す る 学 校  学 校 設 置 認 可  

目 白 幼 稚 園 

（ 東 京 都 豊 島 区 目 白 二 丁 目 38 番 4 号 ）  
大 正 4 (1915)年 11 月 1 日  

東 京 教 育 専 門 学 校  

（ 東 京 都 豊 島 区 目 白 二 丁 目 38 番 4 号 ）  

昭 和 5 (1930)年 8 月 19 日  

(旧 名 称 ： 目 白 幼 稚 園 保 姆 養 成 所 ) 

 

  園 児 ・ 学 生      (令 和 7 年 5 月 1 日 現 在 ) (単位：名)  

学 校  収 容 定 員 数  在 籍 園 児 ・ 学 生 数  

目 白 幼 稚 園    100  38 

東 京 教 育 専 門 学 校  300 115 

 

  収 容 定 員 充 足 率                  (毎 年 度 5 月 1 日 現 在 ) 

区  分  令 和 2 年  令 和 3 年  令 和 4 年  令 和 5 年  令 和 6 年  

目 白幼稚 園 31% 38% 40% 43% 38% 

東 京 教 育 

専 門 学 校 

80% 

(内 訓 練 生

23% 

70% 

(内 訓 練 生

27%) 

65% 

(内 訓 練 生

20%)

62% 

(内 訓 練 生

20%)

38% 

(内 訓 練 生  

10% 
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1.5   理 事 ・ 監 事                                (令 和 7 年 3 月 31 日 現 在 )  

定 員  理 事 6 名 、 監 事 2 名                      

職  

名  
氏  名  就 任 年 月 日  

常 勤 ・ 非

常 勤 の 別  
備   考  

理事⾧ 北 原 隆 史 

（ 理 事 ）  

平成 29 年 4 月 1 日 

（ 理 事 ⾧ ）  

令和 3 年 3 月 8 日 

常 勤 東 京 教 育 専 門 学 校 校 ⾧  

理 事 近 喰 晴 子 令和 3 年 3 月 27 日 常 勤 
目 白 幼 稚 園 園 ⾧  

東 京 教 育 専 門 学 校 副 校 ⾧  

理 事 藤村公三郎 令和 5 年 6 月 3 日 常 勤 
和 田 実 学 園 総 務 部 ⾧  

東 京 教 育 専 門 学 校 講 師  

理 事 西 畠 義 昭 平成 23 年 4 月 1 日 非 常 勤  弁 護 士  

理 事 中 野  宏 平成 29 年 6 月 1 日 非 常 勤  元 会 社 役 員  

理 事 和 田 志 郎 令和 3 年 5 月 1 日 非 常 勤  元 研 究 開 専 門 員  

監 事 峯  岩 男 令和 4 年 4 月 1 日 非 常 勤  幼 稚 園 園 ⾧  

監 事 塚 田 剛 士 令 和 7 年 3 月 31 日 非 常 勤  保 育 園 副 園 ⾧  

     

1.6   評 議 員                     (令 和 7 年 3 月 31 日 現 在 )  

定 員 16 名                             

氏  名  就 任 年 月 日  
常 勤 ・ 非

常 勤 の 別  
備   考  

北 原 隆 史 平成 29 年 4 月 1 日 常 勤 
学 校 法 人 和 田 実 学 園 理 事 ⾧  

東 京 教 育 専 門 学 校 校 ⾧  

会 田 朋 世 平成 29 年 4 月 1 日 常 勤 東 京 教 育 専 門 学 校 副 校 ⾧  

近 喰 晴 子 令和 2 年 4 月 1 日 常 勤 
目 白 幼 稚 園 園 ⾧  

東 京 教 育 専 門 学 校 副 校 ⾧  

藤村公三郎 令和 3 年 4 月 1 日 常 勤 
学 校 法 人 和 田 実 学 園 総 務 部 ⾧  

東 京 教 育 専 門 学 校 講 師  

立 岡 憲 久 令和 5 年 4 月 1 日 常 勤 東 京 教 育 専 門 学 校 事 務 ⾧  

大 沼 郁 子 令和 2 年 4 月 1 日 常 勤 目 白 幼 稚 園 副 園 ⾧  

大 澤  力 令和 5 年 4 月 1 日 非 常 勤  
東 京 教 育 専 門 学 校 講 師  

東 京 家 政 大 学 名 誉 教 授  
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島 根  恵 平成 18 年 4 月 1 日 非 常 勤  音 楽 家  

西 田 祐 恒 平成 26 年 4 月 1 日 非 常 勤  保 育 園 園 ⾧  

和 田 志 郎 令和 3 年 3 月 27 日 非 常 勤  元 研 究 開 専 門 員  

町 田 章 一 平成 14 年 4 月 1 日 非 常 勤  大 妻 女 子 大 学 名 誉 教 授  

宮 﨑 豊 彦 令和 5 年 4 月 1 日 非 常 勤  
東 京 都 民 間 保 育 協 会 会 ⾧  

保 育 園 園 ⾧  

石 田 啓 子 令和 2 年 4 月 1 日 非 常 勤  会 社 役 員  

藤 田 興 彦 令和 2 年 11 月 1 日 非 常 勤  児 童 育 成 協 会 参 事  

小 原 敏 郎 令和 5 年 4 月 1 日 非 常 勤  共 立 女 子 大 学 教 授  

 

1.7   教 職 員                (令 和 7 年 3 月 31 日 現 在 ) (単 位 ： 人 ) 

区  分  
教  員  職  員  

計 
本務教員 兼務教員 本務職員 兼務職員 

目白幼稚園 5 1 0 3 9 

東京教育専門学校 9 24 7 1 41 

 

1.8   施 設 等                              (令 和 7 年 3 月 31 日 現 在 ) 

所 在 地 ： 東 京 都 豊 島 区 目 白 二 丁 目 38 番 4 号  

土  地 ： 898 ㎡  

建  物  

区  分  種  別  平 米 数 (㎡ ) 

目 白 幼 稚 園  
園  舎 1 階 建    402.06 

園  庭 第 1 園 庭 、 第 2 園 庭    633.09 

東 京 教 育 専 門 学 校  校  舎 7 階 建 (2～ 7 階 )  1692.48 

幼 稚 園 ・ 学 校  地 下 ﾎｰﾙ 地 下 1、 2 階    537.63 
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事 業 の 概 要  

2.1   東 京 教 育 専 門 学 校  

  重 点 目 標  

（ 1）  高 等 教 育 無 償 化 制 度 対 象 機 関 としての継続 

①  財 務 状 況 の 公 表 （ 法 人 ）  

②  自 己 点 検 評 価 の 充 実  学 校 関 係 者 評 価 の 実 施 と 公 表  

·  各 委 員 会 、 部 署 に よ る 自 己 点 検 ・ 評 価 の 基 本 方 針 、 対 策 の 確 立  

·  学 生 の 主 体 的 な 学 修 を 促 す た め の 工 夫 へ の 点 検 評 価  

·  学 生 自 身 の 達 成 度 ・ 満 足 度 に 関 す る 認 識 の 把 握  

·  実 効 的 な PDCA サ イ ク ル の 確 立 に よ る 内 部 質 保 証 シ ス テ ム の 構 築  

·  学 校 関 係 者 評 価 委 員 の 選 出 と 学 校 関 係 者 評 価 の 実 施（ 感 染 症 対 策 と し て

文 書 で の 実 施 ）  

·  学 校 関 係 者 評 価 の 公 表  

③  評 価 の あ り 方 の 検 討  

·  個 々 人 の 学 修 成 果 の 見 え る 化 の 検 討  

·  成 績 評 価 の 客 観 的 指 標 化 GPA（ 平 均 評 価 点 数 ） の 導 入  

以 上 、 申 請 の た め の 条 件 を 整 え 、 令和６年度においても高 校 教 育 無 償 化 対 象 校 と し て

承 認 さ れ た 。  

 

（ 2）  学 生 募 集 の あ り 方 の 強 化  

①  AO 募 集 の 強 化 ： 個別での説明会の強化 

②  保 育 講 座 、 体 験 授 業 、 個 別 見 学 会 、 入 試 相 談 会 の 充 実  

③  高 校 説 明 会 の 回 数 の 確 保  

④  ラ イ バ ル 校 の HP か ら 本 校 HP へ の 誘 導  

⑤  学 生 広 報 部 チ ー ム TKS イ ベ ン ト の 充 実  

と い っ た 昨 年 度 か ら の 方 針 を 踏 襲 し な が ら 、同 窓 会 と の 連 携 を さ ら に 強 化 し 、卒 業 生

の 積 極 的 な 協 力 を 要 請 し た 。 そ の 結 果 と し て 、 一 般 学 生 の 募 集 状 況 は 昨 年 度 36 名 か

ら 45 名 と 増 加 す る こ と が で き た 。  

 訓 練 生 募 集 に お い て は 、 令 和 3 年 度 か ら 全 教 職 員 で の 東 京 都 の 全 ハ ロ ー ワ ー ク へ

の 訪 問 を 今 年 度 も 実 施 し た 。ま た 、1 月 の 訓 練 生 説 明 会 の 夕 刻 か ら の 開 催 も 含 め 6 回

実 施 し 、よ り 多 く の 方 に 2 つ の 資 格 が 取 得 で き る こ と の メ リ ッ ト と 、そ の こ と に よ る

負 担 に つ い て の 正 確 な 情 報 提 供 、本 校 養 成 教 育 の 歴 史・特 徴 を 伝 え た 。訓 練 生 募 集 枠

30 名 は 確 保 で き た が 、結 果 と し て 15 名 が 訓 練 生 と し て 合 格 し 、辞 退 者 2 名 を 除 い た

13 名 （ 昨 年 度 20 名 ） が 入 学 す る と い う 厳 し い 結 果 と な っ た 。  

 訓 練 生 の 募 集 結 果 に つ い て 原 因 と し て は 以 下 の も の が 挙 げ ら れ た 。  

①  社 会 的 な 保 育 者 へ の ネ ガ テ ィ ブ な 印 象 が 強 く 広 が っ た こ と に よ る 保 育 者

希 望 者 の 減 少  



8 

 

②  保 育 士 の み 取 得 で き る 通 学 時 間 が 短 く 負 担 感 が 少 な い 専 門 学 校 へ の 流 れ

を 変 え ら れ な か っ た 。  

 令 和 7 年 度 に 向 け て 一 般 学 生 募 集 に お い て は 、 学 生 広 報 部 チ ー ム TKS の 活 動 を さ

ら に 充 実 さ せ る と と も に 、学 校 案 内 ・ HP の デ ザ イ ン 改 訂 を 実 施 し 、高 校 生 か ら よ り

注 目 さ れ や す い 募 集 広 報 活 動 を 展 開 し 、 保 育 者 育 成 と し て の 具 体 的 な 募 集 広 報 活 動

を 展 開 す る た め に 同 窓 会 と の 連 携 を 強 化 し 、 現 役 保 育 者 で あ る 卒 業 生 の 高 校 説 明 会

な ど へ の 積 極 的 な 協 力 を 要 請 し て い く 。ま た 、経 営 戦 略 サ ポ ー ト と の 定 期 的 な コ ン サ

ル テ ィ ン グ の 時 間 を 設 け 、 多 角 的 に 学 生 募 集 の 在 り 方 を 見 直 し て い く 。  

 訓 練 生 募 集 に お い て は 、2 つ の 資 格 取 得 の メ リ ッ ト を さ ら に 強 調 す る と と も に 、訓

練 希 望 者 へ 訓 練 の 負 担 感 を 少 し で も 軽 減 で き る よ う 、夏 季 休 暇 の 時 期 の 見 直 し 、土 曜

日 補 講 の 見 直 し 、 授 業 時 間 割 へ の 配 慮 な ど 可 能 な こ と を 検 討 実 施 し て い く 。  

 学 生 募 集 に お い て 、 学 生 数 の 確 保 に つ い て は 昨 年 同 様 か な り 厳 し い 状 況 と な っ て

い る が 、本 校 を 受 験 し 入 学 し た 学 生 の 質 に つ い て は 、本 校 の ア ド ミ ッ シ ョ ン・ポ リ シ

ー に ふ さ わ し い 保 育 者 と し て の 質 の 高 い 学 生 を 本 校 に 迎 え ら れ て い る こ と は 大 変 光

栄 な こ と で あ る 。  

令 和 6 年 度 の 募 集 結 果 は 、 志 願 者 数 62 名 （ う ち 男 子 13 名 ）、 受 験 者 数 61 名 （ う

ち 男 子 13 名 ）、 合 格 者 数 60 名 （ う ち 男 子 13 名 ）、 入 学 者 数 58 名 （ う ち 男 子 13 名 ）

（ 昨 年 度 56 名 ） で あ っ た 。 入 学 者 58 名 の 内 訳 は 、 AO 入 試 に お い て 25 名 （ 昨 年 度

24 名 、一 昨 年 度 37 名 ）、推 薦・指 定 校 推 薦 入 試 に お い て 19 名（ 昨 年 度 9 名 、一 昨 年

度 14 名 ）、 自 己 推 薦 入 試 ・ 卒 業 生 推 薦 入 試 ・ 一 般 入 試 に お い て 2 名 （ 昨 年 度 4 名 、

一 昨 年 度 2 名 ） 計 46 名 （ 昨 年 度 37 名 、 一 昨 年 度 53 名 ） の 合 格 者 、 辞 退 者 は 1 名

（ AO 入 試 合 格 者 ） を 除 く 45 名 が 一 般 学 生 の 入 学 、 訓 練 生 は 15 名 、 辞 退 者 2 名 で

13 名 と な り 、 昨 年 同 様 厳 し い 状 況 で あ る 。  

こ の こ と を 真 摯 に 受 け 止 め る と と も に 、 質 の 高 い 学 生 と と も に 質 の 高 い 保 育 者 養

成 校 と し て の 学 校 生 活 の 充 実 度・満 足 度 を さ ら に 向 上 さ せ て い き 、東 京 教 育 専 門 学 校

ブ ラ ン ド 強 化 を 図 り 、 質 と 量 が 伴 う 学 生 募 集 活 動 の さ ら な る 工 夫 と 新 た な 取 り 組 み

を 実 施 し て い く 。  

 し た が っ て 、 令 和 7 年 度 新 1 年 生 は 58 名 、 新 2 年 生 は 53 名 、 Ｅ ク ラ ス 4 名 の 計

115 名 （ 昨 年 度 134 名 、 一 昨 年 度 186 名 ） で ス タ ー ト し て い る 。  

 

 ［ 令 和 7 年 度  在 学 者 数 ］  

    第 1 学 年 次 ： B・ D ク ラ ス     58 名 （ う ち 男 子 13 名 ）  

    第 2 学 年 次 ： A・ C・ E ク ラ ス   57 名 （ う ち 男 子 9 名 ）  

  

（ 3）  就 職 支 援 、 キ ャ リ ア 教 育 支 援 、 卒 業 後 支 援 の 強 化  

キ ャ リ ア コ ン サ ル タ ン ト に よ る キ ャ リ ア 支 援 を 導 入 す る と と も に 、 新 た な 求 人 検

索 シ ス テ ム を 導 入 し 、よ り 円 滑 な 就 職 支 援 を 実 施 し た 。ま た 、卒 業 生 就 職 懇 談 会 を 2
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回 に 増 や し 、7 月 13 日 及 び 12 月 7 日 に 実 施 し た 。日 常 的 な キ ャ リ ア 支 援 の 充 実 、外

部 講 師 に よ る マ ナ ー 講 座 、学 生 に よ る 保 育 園 フ ェ ア の 開 催 な ど を 実 施 し 、就 職 支 援 を

充 実 さ せ る こ と が で き た 。  

令 和 7 年 度 は 、 公 務 員 試 験 対 策 講 座 を 開 講 す る な ど キ ャ リ ア 支 援 を さ ら に 充 実 さ

せ 、保 育 園 、幼 稚 園 、施 設 は も ち ろ ん 、4 年 制 大 学 へ の 進 学 支 援 な ど も 視 野 に 入 れ た

支 援 活 動 に 広 げ て い く 。卒 業 生 就 職 懇 談 会 は 昨 年 度 同 様 、2 回 実 施 し 1 年 生 も 参 加 す

る よ う に し て 、 早 期 か ら の キ ャ リ ア 支 援 を 実 施 し て い く 。  

 

  教 育 活 動  

本 学 園 の 教 育 理 念 を「 感 謝・尊 敬・寛 容 を 中 心 と し た 性 格 陶 冶 を 基 礎 条 件 と し た 誘

導 的 方 法 に よ る 幼 児 教 育 」と し て 明 確 に 位 置 づ け 、「 そ の 教 育 理 念 を 理 解 し 、職 業 人・

社 会 人 と し て 必 要 な 資 質 の 完 成 を 目 指 す た め 、 出 会 う 人 と と も に 感 動 を 共 有 し な が

ら 地 域 社 会 に 貢 献 で き る 人 材 の 育 成 」 を 教 育 目 標 と し て い る 。  

 入 学 式 及 び 卒 業 式（ 保 護 者 参 加 数 を 限 定 、非 常 勤 講 師 も 参 加 し て 実 施 ）を 予 定 通

り の 日 程 で 実 施 し た 。 謝 恩 会 は 「 卒 業 を 祝 う 会 」 に 名 称 変 更 し 実 施 し た 。  

体 育 祭 は 、 5 月 2 日 （ 木 ） に 東 京 武 道 館 に お い て 実 施 す る こ と が で き た 。 2 年 生 の

実 行 委 員 が 中 心 と な り 、 以 前 と 同 じ よ う な 素 晴 ら し い 雰 囲 気 の 体 育 祭 と な っ た 。  

 保 育 祭 は 、 10 月 に 昨 年 度 同 様 外 部 か ら の 参 加 者 、 卒 業 生 と そ の ご 子 息 を 招 い て 実

施 し た 。 10 月 18 日 （ 金 ） 午 前 準 備 ・ 午 後 保 育 祭 、 10 月 19 日 （ 土 ） 保 育 祭 を 実 施 し

た 。学 生 家 族 、卒 業 生 及 び そ の ご 子 息 、目 白 幼 稚 園 園 児 及 び そ の 家 族 、一 般 高 校 生 な

ど 計 304 名 の 来 校 者 数 で あ っ た（ 昨 年 度 284 名 ）。18 日（ 金 ）に は 音 楽 表 現 の 授 業 の

一 環 と し て 合 唱 発 表 会 を 実 施 し た 。  

 夏 季 キ ャ ン プ 実 習 は 、 8 月 9 日 （ 金 ） か ら 12 日 （ 月 ） の 3 泊 4 日 で 、 福 島 県 裏 磐

梯 小 野 川 湖 に お い て 実 施 し た 。 学 生 14 名 、 卒 業 生 10 名 、 家 族 8 名 、 卒 業 生 ボ ラ ン

テ ィ ア 5 名 、ス タ ッ フ 6 名 の 計 43 名 が 参 加 し た 。実 施 内 容 は カ ヌ ー 、沢 登 り を は じ

め 学 生 が 企 画 し た BBQ、 流 し そ う め ん 、 ス イ カ 割 り 、 モ ル ッ ク 、 ナ イ ト ハ イ ク 、 キ

ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー 、 花 火 大 会 な ど を 実 施 し た 。  

 冬 季 キ ャ ン プ 実 習（ ス キ ー ・ ス ノ ー ボ ー ド ）は 3 月 7 日（ 金 ）か ら 9 日（ 日 ）の 2

泊 3 日 で 、 新 潟 県 妙 高 高 原 杉 ノ 原 ス キ ー 場 に お い て 実 施 し た 。 学 生 18 名 、 卒 業 生 5

名 、 家 族 1 名 、 ス タ ッ フ 5 名 、 ゲ ス ト 2 名 の 計 31 名 が 参 加 し た 。  

 学 事 日 程 、補 講 な ど も 予 定 通 り 行 う こ と が で き た 。期 末 試 験 も 昨 年 同 様 対 面 で の 一

斉 試 験 で 実 施 し た 。 実 習 に つ い て も 予 定 通 り 実 施 す る こ と が で き た 。  

 

 ［令和 6 年度卒業生数等］ 

    卒業者数 67 名（うち男子 8 名）、9 月卒業者 1 名（女子）  

    留年者数  4 名（2 年生留年、うち男子 1 名） 

    退学者数  9 名（うち男子 2 名） 
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  学 習 成 果  

 デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー 、カ リ キ ュ ラ ム ・ ポ リ シ ー 、ア ド ミ ッ シ ョ ン ・ ポ リ シ ー の 3

ポ リ シ ー を 基 に 、認 可 さ れ た 保 育 者 養 成 課 程 に 基 づ き 教 育 活 動 に 取 り 組 ん で い る 。各

授 業 に お い て は 、4 年 ぶ り に す べ て 対 面 授 業 で 実 施 し 、今 ま で 蓄 積 し て き た 在 り 方 を

活 か し な が ら 、 到 達 目 標 及 び テ ー マ を 明 文 化 し 、 主 体 的 に 取 り 組 む こ と が で き た 。  

 保 育 者 と し て の 資 質 と し て 「 職 業 人 と し て の 意 識 」「 共 存 し な が ら 協 力 し な が ら 育

っ て い く 姿 勢 」「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 」「 健 康 管 理・生 活 管 理 」な ど を 教 育 課 程 や

教 育 課 程 外 の 活 動 を 通 し て 育 む こ と の 学 習 成 果 は 、 令 和 5 年 度 よ り さ ら に 充 実 度 は

向 上 し た と 思 わ れ る 。  

 成 績 に 関 し て は 、 令 和 2 年 度 か ら GPA（ 平 均 成 績 ） を 視 野 に 入 れ た 成 績 評 価 を 実

施 し 、学 習 成 果 の 可 視 化 を 図 っ た 。ま た GPA の 成 績 が 下 位 1/4 の 学 生 に は 個 別 指 導・

支 援 を 実 施 し て い る 。  

 し か し な が ら 、 養 成 教 育 の 在 り 方 の さ ら な る 見 直 し と 共 通 認 識 の 確 立 は 重 要 な 課

題 で あ り 、 学 生 募 集 状 況 か ら も 養 成 教 育 の 充 実 と 学 生 生 活 の 満 足 度 の 向 上 は 最 重 要

課 題 と し て 引 き 続 き 取 り 組 ん で い き た い 。学 生 数 減 少 は 極 め て 残 念 で は あ る が 、質 の

高 い 学 生 と と も に 、 少 人 数 な ら で は の 一 人 ひ と り が 活 躍 で き る き め 細 か い 丁 寧 な 養

成 教 育 に 取 り 組 ん で い く 。  

 こ の よ う な 状 況 に お い て 、進 路 決 定 者 の 100％ が 幼 稚 園 教 諭 2 種 免 許 や 保 育 士 資 格

を 活 か し た 就 職 で あ っ た 。  

 令 和 7 年 度 は 、前 年 度 の 反 省 を 活 か し な が ら 、教 育 課 程 外 の 活 動 に 関 し て も 今 ま で

の 工 夫 や 柔 軟 な 発 想 を も っ て 、 安 全 を 確 保 し つ つ す べ て の 活 動 を 実 施 す る 方 向 で 計

画 実 行 し て い く 。  

  

  学 生 支 援  

（ 1）  進 路 支 援 の 充 実  

保 育 者 養 成 校 と し て 、 資 格 取 得 と と も に 保 育 現 場 へ の 就 職 支 援 は 、 職 業 人

を 養 成 す る 専 門 学 校 と し て の 責 務 で あ り 、 よ り 一 人 ひ と り に マ ッ チ し た き め

細 や か な 進 路 に 対 し て 支 援 が 求 め ら れ る 。 保 育 現 場 の 現 状 と し て は 、 待 機 児

童 と い う 状 況 は ほ と ん ど 無 く な り 、 む し ろ 定 員 に 満 た な い 園 も 増 え て い る 。

し か し な が ら 、 保 育 者 の 人 手 不 足 解 消 と ま で は 至 っ て お ら ず 、 地 域 差 は あ り

な が ら も 求 人 件 数 は 多 い （ 令 和 6 年 度 求 人 件 数 1,766 件 、 令 和 5 年 度 求 人 件

数 1,632 件 ）。こ の 状 況 に お い て 、ミ ス マ ッ チ を 少 な く し 希 望 す る 現 場 へ 繋 げ

ら れ る 支 援 は 難 し い 状 況 が 続 い て い る 。  

令 和 5 年 度 に お い て 新 た な 求 人 検 索 シ ス テ ム を 導 入 し 、 継 続 的 に 支 援 体 制

を 強 化 し て お り 、 令 和 6 年 度 で は キ ャ リ ア 支 援 の 在 り 方 を 拡 充 ・ 充 実 さ せ 、

さ ら に 円 滑 な 進 路 支 援 体 制 で 支 援 す る こ と が で き た 。  

令 和 6 年 度 は 、 就 職 希 望 学 生 数 63 名 中 59 名 が 進 路 決 定 を し た 。 3 月 末 時
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点 で の 就 職 率 は 93.6％（ 昨 年 度 96.6％ 、一 昨 年 度 97.4％ ）で あ っ た 。そ の 内

訳 は 下 記 の 通 り で あ る 。  

幼 稚 園 10 名  17.0％  （ 昨 年 度 17.9％ 、 一 昨 年 度 18.2％ ）  

保 育 園 24 名  40.7％  （ 昨 年 度 40.5％ 、 一 昨 年 度 48.1％ ）  

こ ど も 園  5 名   8.5％  （ 昨 年 度  8.3％ 、 一 昨 年 度  5.2％ ）  

施 設  7 名  11.9％  （ 昨 年 度  9.5％ 、 一 昨 年 度 10.4％ ）  

企 業 保 育  7 名  11.9％  （ 昨 年 度  8.3％ 、 一 昨 年 度  3.9％ ）  

公 立 施 設  6 名  10.2％  （ 昨 年 度  6.0％ 、 一 昨 年 度  7.8％ ）  

一 般 企 業  0 名   0.0％  （ 昨 年 度  8.3％ 、 一 昨 年 度  3.9％ ）  

    

（ 2）  各 種 奨 学 金 の 対 応 に よ る 経 済 支 援   

生 命 保 険 協 会 に よ る 奨 学 金 の 給 付 を 実 施 し た 。  

 

（ 3）  健 康 状 態 の 把 握  

健 子 診 断 を 4 月 13 日（ 土 ）に 実 施 し た 。検 査 項 目 は 胸 部 デ ジ タ ル 撮 影 、身

体 測 定 、視 力 、尿 検 査 、血 圧 、診 察 で あ る 。ま た 、オ リ エ ン テ ー シ ョ ン に お い

て 「 健 康 に 関 す る 調 査 」 を 実 施 し 学 習 環 境 や 生 活 面 で 気 に な る 学 生 に 対 し て

担 当 教 員 が 個 別 に 面 談 を し て 支 援 し た 。  

 

  教 育 環 境  

 令 和 6 年 度 に 教 育 施 設 整 備 と し て 、 情 報 機 器 室 PC 一 式 の 導 入 を 実 施 し た 。  

 

  地 域 社 会 ・ 卒 業 生 へ の 貢 献  

（ 1）  研 修 施 設 と し て の 充 実  

①  保 育 士 等 キ ャ リ ア ア ッ プ 研 修 プ ロ グ ラ ム の 実 施  

期  間 ： 8 月 19 日 （ 月 ） ～ 8 月 23 日 （ 金 ）  

内  容 ：「 障 害 児 保 育 」 分 野  

「 保 健 衛 生 ・ 安 全 対 策 」 分 野  

「 幼 児 教 育 」 分 野  

「 保 護 者 支 援 ・ 子 育 て 支 援 」 分 野  

②  各 幼 児 教 育 ・ 保 育 関 連 団 体 、 そ の 他 文 化 活 動 団 体 へ の 施 設 提 供  

子 ど も の 文 化 研 究 所  

幼 少 年 教 育 研 究 所  

青 山 シ ン フ ォ ニ ー オ ー ケ ス ト ラ  

国 際 親 善 音 楽 交 流 協 会  

日 本 医 学 協 会  

株 式 会 社 コ ー ラ ス ・ カ ン パ ニ ー  
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東 京 都 民 間 保 育 園 協 会  

近 隣 保 育 園 運 動 会 、 な ど  

 保 育 士 等 キ ャ リ ア ッ プ 研 修 は 開 催 日 程 の 在 り 方 を 見 直 す と と も に 、「 障 害 児 保 育 」

及 び 「 保 健 衛 生 ・ 安 全 対 策 」 の 2 分 野 に 加 え て 、「 幼 児 教 育 」 及 び 「 保 護 者 支 援 ・ 子

育 て 支 援 」 の 2 分 野 、 計 4 分 野 を 開 催 し た 。  

 そ の 他 の 施 設 提 供 事 業 は 、子 ど も の 文 化 研 究 所 へ の 施 設 提 供 を 始 め 、オ ー ケ ス ト ラ

の 練 習 な ど 施 設 の 利 用 が 令 和 6 年 度 に は さ ら に 増 え て い る 。  

 

（ 2） 図 書 室 の 開 放  

 目 白 幼 稚 園 園 児 が 利 用 で き る よ う に 開 放 し た 。ま た 、近 隣 の 保 育 園 園 児（ 目 白 ひ か

り 保 育 園 ） が 定 期 的 に 図 書 室 を 利 用 し て も ら え る よ う に 開 放 し た 。  

 

（ 3） 卒 業 生 へ の 貢 献  

 新 卒 者 向 け ホ ー ム カ ミ ン グ デ ィ を 4 月 28 日（ 日 ）に 実 施 し た 。「 和 田 実 研 究 会 」は

実 施 で き な か っ た が 、卒 業 生 を 対 象 と し た 、発 酵 を テ ー マ と し た 自 主 上 映 会 及 び 手 作

り 味 噌 づ く り を 2 月 22 日 （ 土 ）、 23 日 （ 日 ） に 実 施 し た 。  
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2.2   目 白 幼 稚 園  

  保 育 の 質 向 上 を 目 指 し て  

·  創 設 者「 和 田 実 」の 教 育 理 念 を 踏 襲 し つ つ 、園 児 の 生 活 体 験 を 豊 か に す べ き 保

育 内 容 を 見 直 し た 。新 た な 体 験 と し て 、じ ゃ が い も 掘 り 、消 防 署 防 災 館 で の 煙 、

地 震 体 験 を し た ほ か 、目 白 消 防 署 か ら 来 園 い た だ き 、消 火 器 を 使 っ た 消 火 訓 練

も 実 施 し た 。一 方 、目 白 警 察 署 に も 来 園 い た だ き 交 通 安 全 指 導 を 受 け た 。両 署

に は 子 ど も た ち の メ ッ セ ー ジ カ ー ド を 持 参 し て 訪 問 し 、交 流 を 図 っ た 。子 ど も

た ち の「 や り た い 」を 大 事 に 育 て 、さ つ ま い も や 枝 豆 な ど を 栽 培 し 食 す る 経 験

を す る こ と で 経 験 値 を 増 や し て い っ た 。   

·  学 校 と の 連 携 で は 、図 書 の 貸 し 出 し を 中 心 に 、放 課 後 に 園 児 と 学 生 が 交 流 し た

り 、 展 示 し て い る 学 生 の 作 品 に 触 れ た り す る な ど の 交 流 を 積 極 的 に 行 っ た 。  

·  電 子 黒 板 や 書 画 カ メ ラ を 活 用 し 、子 ど も の 好 奇 心 を 育 む 活 動 を 積 極 的 に 行 っ た 。

見 つ け た も の を 調 べ た り 、拡 大 ・ 縮 小 し た り 、保 育 を 子 ど も と と も に 振 り 返 る

な ど 保 育 の 幅 が 広 が っ た 。  

·  地 域 資 源 を 活 用 し た 取 り 組 み が 増 加 し た 。 そ の た め 「 街 保 育 」 を 提 案 し た が 、

実 践 に は 至 ら な か っ た 。  

 

  園 児 募 集 に つ い て  

·  施 設 開 放 日 を 設 け 、利 用 枠 を 増 や し た 。ま た 、未 就 園 児 の 保 育「 お ひ さ ま く ら

ぶ 」と も 連 動 さ せ た 取 り 組 み を 行 っ た 。定 期 的 に 利 用 す る も の は 多 く は な か っ

た も の の 、入 園 園 児 は 昨 年 度 よ り 増 加 し た 。施 設 開 放 に つ い て は 、よ り 徹 底 し

た 周 知 方 法 を 検 討 す る 必 要 が あ る 。  

·  子 育 支 援 の 一 環 と し て 、親 子 で 参 加 す る ク リ ス マ ス ツ リ ー 作 り を 行 っ た 。学 生

ボ ラ ン テ ィ ア に よ る ク リ ス マ ス ソ ン グ の 演 奏 も あ り 、和 や か な ひ と と き を 過 ご

せ た 。  

 

  保育者の資質向上について 

·  昨 年 度 と 同 様 研 修 を 積 極 的 に 勧 め 、 資 質 向 上 を 図 っ た 。 Zoom 研 修 を は じ め 、

昨 年 度 よ り 多 く の 研 修 に 参 加 し 保 育 実 践 に つ な げ る こ と が で き た 。ま た 、学 会

へ の 団 体 加 入 を し 、実 践 発 表 で き る 機 会 を 設 け た が 、テ ー マ を 決 め た 研 究 に は

至 ら な か っ た 。  

·  保 育 の 実 践 記 録 を 残 す よ う 提 案 し 、エ ピ ソ ー ド 記 録 ノ ー ト を 作 っ た 。こ の こ と

で 、子 ど も の 日 々 の 様 子 が 見 え て き た が 、そ れ を 十 分 に 活 用 す る こ と が で き な

か っ た 。 記 録 を 残 す こ と の 意 義 を 十 分 に 理 解 し 取 り 組 む 必 要 が あ る 。  
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  人 事 に つ い て 広 報 活 動  

·  1 名 の 育 児 休 暇 取 得 者 が 出 た こ と を 機 に 、 常 勤 保 育 者 と し て 1 名 を 正 規 雇 用 と

し て 採 用 し た 。初 め て の 男 性 保 育 者 採 用 で あ っ た が 、女 性 と は 異 な る 感 性 か ら

保 育 実 践 を 提 案 し 取 り 組 ん だ こ と で 、目 白 幼 稚 園 の 保 育 に 新 し い 風 が 生 ま れ た 。 
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2.3   法 人  

  理 事 会 開 催 状 況  

 開 催 日  審 議 事 項  

第 1 回  令 和 6 年 4 月 25 日 

・ 学 園 状 況 報 告  

・令和６年度収支予算及び令和６年度事業計画について 

・私立学校法改正に伴う寄附行為の主要変更について 

・教職員の人事について 

・令和 6 年度第１回評議員会について 

・和田実奨学金等の使い道に関する企画について 

・特命プロジェクトについて 

第 2 回  令 和 6 年 5 月 30 日 

・ 学 園 状 況 報 告  

・ 撮 影 NAVI に よ る 撮 影 依 頼 の 状 況 に つ い て  

・ 令 和 ５ 年 度 事 業 報 告 及 び 決 算 報 告 に つ い て  

・ 令 和 ６ 年 度 事 業 計 画 に つ い て  

・私 立 学 校 法 改 正 に 伴 う 寄 附 行 為 の 変 更 に 係 る 措

置 に つ い て  

・ 学 園 ・ 幼 稚 園 創 立 １ １ ０ 周 年 へ の 対 応 に つ い て  

・ 学 生 募 集 定 員 の 引 き 下 げ に つ い て  

・ 合 併 の 件 に つ い て  

第 3 回  令和 6 年 6 月 28 日 

・ 学 園 状 況 報 告  

・ 私 立 学 校 法 改 正 に 伴 う 寄 附 行 為 変 更 に つ い て  

・ 経 営 危 機 対 処 の 方 向 性 に つ い て  

・ 特 定 資 産 の 目 的 外 取 り 崩 し に つ い て  

第 4 回  令 和 6 年 8 月 1 日 

・ 学 園 状 況 報 告  

・ 経 営 危 機 対 処 の た め の 方 策 に つ い て  

・ 東 京 き ら ぼ し 銀 行 株 売 却 に つ い て  

第 5 回  令 和 6 年 8 月 30 日 
・ 学 園 状 況 報 告  

・ 経 営 危 機 対 処 の た め の 方 策 に つ い て  

第 6 回  令 和 6 年 10 月 1 日 

・ 学 園 状 況 報 告  

・ 寄 附 行 為 の 変 更 に 係 る 措 置 に つ い て  

・ 借 地 権 売 却 の 進 捗 状 況 に つ い て  

第 7 回  令 和 6 年 11 月 5 日 

・ 学 園 状 況 報 告  

・ 寄 附 行 為 の 変 更 に 係 る 措 置 に つ い て  

・ 資 金 の 状 況 と そ れ を 踏 ま え た 方 策 に つ い て  

第 8 回  令 和 6 年 12 月 10 日 

・ 学 園 状 況 報 告  

・ 寄 附 行 為 の 変 更 認 可 に 係 る 議 事 録 に つ い て  

・東 京 信 用 金 庫 高 田 馬 場 支 店 借 入 相 談 の 進 捗 状 況

に つ い て  

第 9 回  令 和 7 年 1 月 14 日 ・ 学 園 状 況 報 告  
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・東 京 信 用 金 庫 高 田 馬 場 支 店 借 入 相 談 結 果 と 今 後

の 経 営 方 針 に つ い て  

・ 令 和 ７ 年 度 予 算 基 本 方 針 に つ い て  

第 10 回  令和 7 年 2 月 20 日 

・ 学 園 状 況 報 告  

・東 京 信 用 金 庫 高 田 馬 場 支 店 借 入 相 談 結 果 と 今 後

の 経 営 方 針 及 び 1 月 25 日 の 評 議 員 会 の 諮 問 受

に つ い て  

・ 令 和 ７ 年 度 予 算 案 に つ い て  

・ 新 寄 附 行 為 の 対 応 に つ い て  

第 11 回  令和 7 年 3 月 13 日 

・ 学 園 状 況 報 告  

・ 令 和 ７ 年 度 予 算 案 に つ い て  

・ 新 監 事 の 選 任 に つ い て  

・ 幼 稚 園 教 諭 の 採 用 に つ い て  

・ 東 京 信 用 金 庫 か ら の 借 入 対 応 に つ い て  

・寄 附 行 為 改 定 に 伴 う 役 員 等 の 交 代 要 領 に つ い て  

・ 東 京 地 方 協 力 本 部 訪 問 に つ い て  

第 12 回  令 和 7 年 3 月 31 日 

・ 学 園 状 況 報 告  

・ 令 和 ７ 年 度 事 業 計 画 及 び 予 算 案 に つ い て  

・ 令 和 ７ 年 度 人 事 に つ い て  

・ 理 事 の 競 合 承 認 に つ い て  

・ 東 京 信 用 金 庫 か ら の 借 入 れ 完 了 に つ い て  

・「 古 里 」 明 渡 合 意 書 締 結 に つ い て  

・ 新 監 事 の 選 定 に つ い て  

 

  評 議 員 会 開 催 状 況  

 開 催 日  審 議 事 項  

第 1 回  

（ 定 時 ）  
令 和 6 年 6 月 8 日 

・ 令 和 6 年 度 事 業 計 画 及 び 収 支 予 算 書 送 付 の 件  

・私 立 学 校 法 改 正 に 伴 う 寄 付 行 為 変 更 に 係 る 措 置

に つ い て  

・学 園 及 び 幼 稚 園 創 立 110 周 年 へ の 対 応 に つ い て  

・ 令 和 5 年 度 事 業 報 告 及 び 決 算 報 告 、監 査 報 告 の

件  

・ 学 生 募 集 定 員 の 引 き 下 げ の 件  

第 2 回  

（ 臨 時 ）  
令和 6 年 11 月 16 日 ・ 寄 附 行 為 の 変 更 に つ い て  

第 3 回  

（ 臨 時 ）  
令 和 7 年 1 月 25 日 ・ 借 入 相 談 結 果 と 今 後 の 経 営 方 針 に つ い て  

第 4 回  

（ 臨 時 ）  
令 和 7 年 3 月 22 日 

・令 和 7 年 4 月 1 日 施 行 の 新 寄 附 行 為 配 布 に つ い    

て  

・ 東 京 信 用 金 庫 か ら の 借 入 の 進 捗 状 況 に つ い て  



17 

 

・ 寄 附 行 為 変 更 に 伴 う 役 員 等 の 交 代 要 領  

・ 防 衛 省 自 衛 隊 東 京 地 方 協 力 本 部 訪 問 に つ い て  

・ 令 和 ７ 年 度 事 業 計 画 及 び 予 算 案 に つ い て  

・ 新 監 事 の 選 任 に つ い て  

 

  理 事 会 に お け る 重 要 審 議 事 項 と 決 議 内 容  

 

（ 1）  私 立 学 校 法 改 正 に 伴 う 寄 附 行 為 の 変 更 に 係 る 措 置 に つ い て  

寄 附 行 為 の 変 更 に 係 る 措 置 に つ い て 、 新 た な 寄 附 行 為 に 係 る 「 理 事 選 任 機

関 」「 理 事 の 選 任 要 領 」「 評 議 員 の 選 任 機 関 」「 評 議 員 の 選 任 要 領 」「 代 表 業 務 執

行 理 事 の 選 定 」「 責 任 の 免 除 」「 責 任 限 定 契 約 」 等 に つ い て 逐 次 審 議 し 、 満 場 一

致 に よ り 承 認 さ れ た 。 そ れ に 伴 い 新 た な 寄 附 行 為 案 文 を 作 成 し 、 臨 時 の 評 議 員

会 に 諮 問 、 11 月 の 理 事 会 に お い て 満 場 一 致 に よ り 承 認 さ れ た 。  

こ れ を 受 け て 12 月 12 日 付 け で 、 東 京 都 生 活 文 化 ス ポ ー ツ 局 私 学 部 に 申 請 を

行 い 、 令 和 7 年 1 月 30 日 付 け で 認 可 さ れ た 。  

 

（ 2）  経 営 危 機 対 処 の た め の 方 策 に つ い て  

学 生 数 の 急 激 な 減 少 に 伴 う 経 営 危 機 に 対 処 す る た め 、 学 園 運 営 会 議 を 中 心 に

検 討 を 重 ね 、 作 成 し た 資 料 を 理 事 会 に て 説 明 し 、 新 コ ー ス 化 な ど の 学 生 募 集 の

新 た な 可 能 性 及 び 銀 行 な ど 金 融 機 関 か ら の 融 資 に よ る 自 力 更 生 、 地 上 権 付 借 地

権 の 売 却 、 ス ポ ン サ ー と の 共 生 、 合 併 を 視 野 に 入 れ た 動 き な ど 多 様 な 方 向 性 に

対 し て 並 行 し て 検 討 対 応 す る よ う に し な が ら 、 こ の 経 営 危 機 を 乗 り 越 え ら れ る

よ う に す る 経 営 方 針 が 満 場 一 致 に よ り 承 認 さ れ た 。 そ れ に 基 づ き 、 合 併 に 向 け

て の デ ュ ー デ リ ジ ェ ン ス 作 業 を 進 め る こ と が 賛 成 多 数 に よ り 決 議 さ れ た 。  

 

（ 3）  特 定 資 産 の 目 的 外 取 り 崩 し に つ い て  

流 動 資 産 の 減 少 に 伴 う 資 金 シ ョ ー ト を 避 け る た め 、 施 設 設 備 引 当 特 定 資 産 及

び 減 価 償 却 引 当 特 定 資 産 約 15 百 万 円 に つ い て 、 こ れ を 運 転 資 金 と し て 流 動 資

産 へ 取 り 崩 す 必 要 性 ・ 効 果 に つ い て 理 事 ⾧ か ら 説 明 が あ り 、 満 場 一 致 に よ り 承

認 さ れ た 。  

 

（ 4）  東 京 き ら ぼ し 銀 行 株 式 売 却 に つ い て  

特 定 資 産 の 目 的 外 取 り 崩 し 同 様 に 、 流 動 資 産 の 減 少 に 伴 う 資 金 シ ョ ー ト を 避

け る た め 、 東 京 き ら ぼ し 銀 行 株 式 の 売 却 に つ い て 理 事 ⾧ か ら 各 理 事 に 対 し 説 明

を 行 い 、 450 万 円 前 後 で の 理 事 ⾧ 判 断 に よ る 売 却 が 承 認 さ れ た 。 そ の 結 果 、 約

433 万 円 に て 売 却 さ れ た 。  

 

（ 5）  東 京 信 用 金 庫 高 田 馬 場 支 店 か ら の 借 入 れ に つ い て  

経 営 危 機 対 処 の た め の 方 策 の ひ と つ で あ っ た 金 融 機 関 か ら の 借 入 れ に 関 し て

は 理 事 ⾧ が 対 応 し た 。 東 京 都 私 学 財 団 及 び 静 岡 中 央 銀 行 に 状 況 を 伝 え 借 入 れ の

依 頼 及 び 相 談 を し た が 、 双 方 か ら の 回 答 は 厳 し い も の で あ っ た 。 そ こ で 本 学 園
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の 経 営 全 般 で 関 わ り の あ る ゆ び す い コ ン サ ル テ ィ ン グ と と も に 経 営 改 善 計 画 書

を 立 案 し 、 そ れ を も と に 再 度 融 資 依 頼 の 取 り 組 み を 実 施 し た 。 作 成 さ れ た 経 営

改 善 計 画 書 を 持 っ て 10 月 末 に 再 度 静 岡 中 央 銀 行 に 相 談 し た が 、 現 状 で は 同 行

と の 借 入 れ な ど の 取 引 は な く 、 初 め て の 取 引 と な る う え で 赤 字 状 態 で は 取 引 で

き な い と の 本 部 か ら の 回 答 が あ っ た 。  

続 い て 、 学 園 近 く の 信 用 金 庫 へ の 働 き か け を 試 み た 。 11 月 上 旬 に 西 京 信 用

金 庫 及 び 東 京 信 用 金 庫 へ 相 談 に 行 っ た と こ ろ 。 そ れ ぞ れ か ら 心 強 い 回 答 が 得 ら

れ 、 特 に 東 京 信 用 金 庫 か ら は 、 11 月 21 日 に 融 資 の 方 向 で 動 く こ と が 可 能 で あ

る と の 回 答 が あ っ た 。 そ し て 、 12 月 末 に は 正 式 に 借 入 金 8,000 万 円 、 元 金 1 年

据 え 置 き 、 金 利 3.025％ （ 変 動 ） の 条 件 に て 融 資 可 能 で あ る こ と が 決 定 し た と

の 連 絡 が あ り 、 そ れ を 受 け て 、 合 併 に つ い て は 一 旦 凍 結 と し 、 今 後 3 年 ご と の

経 営 方 針 の 見 直 し の 必 要 性 が 確 認 さ れ た 。 そ の 後 臨 時 評 議 員 会 を 開 催 し 、 当 該

借 入 れ に つ い て 諮 問 し 、 2 月 開 催 の 理 事 会 に お い て 正 式 に 融 資 を 受 け る こ と が

賛 成 多 数 に よ り 承 認 さ れ た 。 そ れ を 受 け て 令 和 7 年 3 月 26 日 に 東 京 信 用 金 庫

か ら の 融 資 が 実 行 さ れ た 。  

 

（ 6）  新 監 事 の 選 任 に つ い て  

平 井 久 雄 監 事 の ご 逝 去 に 伴 い 、 新 監 事 候 補 と し て 理 事 ⾧ か ら 現 評 議 員 で あ る

塚 田 剛 士 氏 が 理 事 会 に 提 案 さ れ 、 評 議 員 会 に 同 意 を 求 め る こ と に つ い て 了 承 さ

れ 、 3 月 開 催 の 定 時 評 議 員 会 に お い て 同 意 が 得 ら れ た こ と に よ り 理 事 ⾧ が 塚 田

剛 士 氏 を 新 監 事 と し て 選 任 し た 。  

 

（ 7）  令 和 7 年 度 事 業 計 画 及 び 予 算 案 に つ い て  

令 和 7 年 度 予 算 案 に つ い て 「 令 和 6 年 度 実 績 予 想 値 （ 2 月 時 点 ）」「 令 和 7 年

度 重 点 目 標 」「 収 支 内 訳 表 」 に 基 づ き 検 討 し た 。 令 和 7 年 度 収 入 の 著 し い 減 少

を 受 け て 教 育 活 動 支 出 を 削 減 す べ き こ と 、 人 件 費 率 を 低 下 さ せ る こ と 、 借 入 金

の み な ら ず 借 地 権 売 却 に よ る 資 金 確 保 の 必 要 性 、 今 後 3 年 ご と の 経 営 方 針 の 見

直 し の 必 要 性 な ど に つ い て 検 討 を 重 ね 、 3 月 定 時 評 議 員 会 に 提 示 し 、 評 議 員 か

ら の 意 見 を 踏 ま え 令 和 7 年 度 事 業 計 画 及 び 予 算 案 に つ い て 、 満 場 一 致 に よ り 承

認 さ れ た 。  

 

（ 8）  令 和 7 年 度 人 事 に つ い て  

令 和 7 年 度 人 事 に つ い て 、 目 白 幼 稚 園 に お い て は 専 任 教 諭 と し て 青 木 理 恵 氏

が 就 任 す る 。 東 京 教 育 専 門 学 校 に お い て は 非 常 勤 講 師 と し て 「 子 ど も の 食 と 栄

養 」 池 村 多 恵 子 氏 に 代 え 相 澤 菜 穂 子 氏 、「 保 育 内 容 演 習 Ⅱ ・ 運 動 」 池 田 俊 一 氏 に

代 え 北 洞 誠 一 氏 、「 保 育 指 導 法 」 小 林 愛 子 氏 に 代 え 金允貞氏、新設科目である「児童

館・放課後児童クラブの活動内容と指導法Ⅰ」に佐野真一氏、「音楽表現Ⅰ」に現在産休・育

休取得中である志田尾恭子氏に代え中野由紀子氏に就任していただくとの説明があり、満場一

致により承認された。 
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3.  財 務 の 概 要  

3.1   貸 借 対 照 表 の 概 要  

（ 単 位 ： 千 円 ）  

  令 和 6 年 度  令 和 5 年 度  増 減  

固 定 資 産  927,825 992,657 △  64,832 

  う ち 有 形 固 定 資 産  912,152 961,255 △  49,103 

流 動 資 産  127,965 72,977 54,988 

資 産 の 部 合 計  1,055,789 1,065,634 △  9,844 

固 定 負 債  84,144 5,651 78,493 

流 動 負 債  57,205 62,877 △  5,672 

基 本 金  1,847,262 1,839,653 7,609 

繰 越 収 支 差 額  △  932,821 △  842,547 △  90,274 

負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計  1,055,789 1,065,634 △  9,844 

 

3.2   資 金 収 支 計 算 書 の 概 要  

（ 単 位 ： 千 円 ）  

  令 和 6 年 度  令 和 5 年 度  

収 入 総 額 （ ＝ 支 出 総 額 ）  368,625 398,547 

う ち 翌 年 度 繰 越 支 払 資 金  106,553 32,171 

 

3.3   事 業 活 動 収 支 計 算 書 の 概 要 （ 令 和 6 年 度 ）  

（ 単 位 ： 千 円 ）   

    法  人  幼 稚 園  専 門 学 校  全  体  

教 育 活 動  

事 業 収 支  

収 入  2,849 40,420 145,302 188,571 

支 出  15,257 43,722 219,010 277,989 

差 額  △  12,408 △  3,302 △  73,708 △  89,418 

教 育 活 動  

事 業 外 収 支  

収 入  1 6 92 99 

支 出  0 0 0 0 

差 額  1 6 92 99 

特 別 収 支  

収 入  0 0 6,655 6,655 

支 出  0 0 0 0 

差 額  0 0 6,655 6,655 

事 業 活 動  

収 支  

収 入  2,850 40,426 152,049 195,325 

支 出  15,257 43,722 219,010 277,989 

差 額  △  12,407 △  3,297 △  66,961 △  82,664 
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3.4   5 年 間 推 移 （ 令 和 2 年 度 ～ 令 和 6 年 度 ）  

 

 
 

・ 令 和 2 年 度 に 運 用 資 産 の う ち 第 3 号 基 本 金 2,000 万 円 を 取 り 崩 し た 。  
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